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1) The mammary glands of fin whales in the Eastern Sea were collected and their histological sections 

  were observed. 

2) As the whaling season in the Eastern Sea is summer and the whaling ground is distant from the 

  coastal station, the samples are not fresh as compared with that of factory ship. And the mammary 

 gland at a brief period in a sexual cycle of  fin whales was collected, as the whaling season is very 

  short. 

3) From the histological viewpoint of the mammary gland of fin whales in this season in the Eastern 

  Sea, the females show the following eight stages of  maturity-

  (1) Immature whales 
      There is no corpus luteum and corpus albicans in  ovary. The colour of mammary gland is white 

   or light pink and it is  2mm, - 3 cm. thick. The greater part of the range of vision in histological low 

   power is occupied by the  interlobular connective tissue and the little immature lobules are found 
   here and there. In high power the alveolo-tubular end piece closes in the mass of epithelium or 

    alveoli. 

  (2) Whales which experienced ovulation but not pregnancy 

     The mammary gland has equal histological contents to those of immature whales but there is a 

   corpus albicans in ovary, and it is supposed that the whale arrives at the biological minimum and 

   that corpus albicans was grown by ovulation but not by  pregnancy, The colour and thickness of 

    mammary gland is equal to those of the immature whales, too. 

 (3) Whales in their first pregnancy 
     As the foetus has been flowed out, the accurate pregnant period can not be concluded from its 

   body length, but judging from the length and diameter of uterine cornu and the season of the 

   catch, it is supposed that the whale goes past the middle stage of  pregnancy, By the histological



  observation of the mammary gland the whale in this stage is equal to the immature whale and  it 

  is guessed that the mammary gland in whales is not developed at the first and middle stages , but 
  developed rapidly at the last stage of pregnancy and it is different from the case of human  beings. 

  The colour and thickness of mammary gland is equal to those of the immature whale . 

(4) Lactating whales 
   These are the whales whose milk dropped out from the mammary gland at the dissection. By the 

  histological observation in low power, the mammary gland consists mainly of the increased lobules 

  and the interlobular connective tissue is pressed and appears to be a line . In high power, the 

  excretory duct, lactiferous duct and the lumen of the alveolo-tubular end piece hold a great quantity 

  of oil drops and the secreting epithelium is in an active state. The mammary gland is about 30cm. 

 thick in the height of lactation and 15cm. - 20cm. in the last stage. 

(5) Thh first stage in the weaning period 
   In high power the lumens are wide open and there is no oil drop in them and all the cells of 

  the secreting epithelium make a present of inactive state. In this case the mammary gland is  10cm.- 

  12cm.  thick. 

(6) The last stage in the weaning period 
   The mammary gland is 7cm.  -10cm. thick. By the histological observation the lobules are shrunk 

 to some extent on the whole, that is, in low power the interlobular connective tissue is increased 

 in breadth and in high power the alveolo-tubular end piece is not fully shrunk yet, but it can be 

 distinguished from the end piece of the resting whale. 

(7) Resting whales 
   These are the whales whose have experienced no pregnancy, parturition and lactation during the 

 year. The mammary gland is  4cm.-5cm. thick, its colour being  yellow.  In low power by the 
 histological observation, the interlobular connective tissue is much increased and the lobules are divided 

 into many blocks by it, in high power the alveolo-tubular end piece  indicates  the stable and fully 

 shrunk condition, but it is different from the end piece of the immature whale. 

(8) Whales experiencing pregnancy more than twice 
   From the histological viewpoint, thickness and colour of the mammary gland are equal to those 

 of the resting whales. It is confirmed again by this evidence that the mammary gland in whales is 

 developed rapidly at the last stage of pregnancy.
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成熟鯨，成熟鯨，乳分泌二等夫々基準を出している．此の外には此の調査方法や基準によって我が国沿岸

及び南氷洋母船上に於て乳腺の色彩と厚さが調査されている．

　1955年より五島福江島を根拠地として31015’～32。15　，’　N，125025L127。45’Eの東海北部海域に於て長

須鯨を年々捕獲iしている。漁期は割合に短期間であり8月上旬～9月下旬が最盛期を形成している．筆者

は1955年，1956年の2ケ年同漁場長須鯨の生物学的資源調査を行う機会が与へられた．その際同調査の片

手間に卵巣及び乳腺等の生殖腺の標本を採集した．この漁場の標本の外に卵巣並びに黄体三体に就ては南

氷洋産長須鯨，白長須鯨と佐賀県小川島産小二二（Bα1αen・Pterα　αcuto－r・stratα）のものも採集出来た

ので後程報告するとし七先づ東海の長須鯨乳腺について二三の組織学的観察結果をまとめたのでこ二に報

告する。標本採集に当って御援助いたx“いた大洋漁業株式会社捕鯨部及び日本水産株式会社捕鯨部に深く

感謝致します．又標本を採集していたN・いた水産庁川村技官，斎藤技官，長崎大学水産学部古賀教官，鯨

類研究所根本所員，市原所員外御一同及び佐賀県小川島中尾綱五郎氏，塩見晴男氏に対し心から御礼を申

し上げると共に此の研究を御指導下された鯨類研究所大村所長，長崎大学医学部佐藤教授，瀬戸口助教拠

宮技官に対し厚く感謝致します．

採集及　び方法

　日本内地に根拠地を持ち其処から捕鯨船が出漁して漁場で鯨を捕獲しそれを根拠地まで曳干して解剖す

る所謂沿岸捕鯨の場合は大抵漁場が根拠地から遠隔の海域であって捕獲から処理まで相当の時間が経過す

る．東海に於ける長須漁場は三陸北海道等の漁場と比較して割合に漁場が根拠地から近いのであるがそれ

でも捕獲から処理まで半日以上は経過している．であるから漁場を自由に選択してその中心に移動出来る

母船式の場合に於ける様に標本はそれ程新鮮なものが入手出来ない．本研究に出て使用した東海産長須鯨

の乳腺もこの例にもれず残念ながら余り新鮮な材料とは云へない．次に東海に於ける捕鯨は漁期が盛夏で

ありこの間気温が高いのは勿論であるが海水の温度も亦非常に上昇して表面水温は300C近くまでなる。

鯨は捕獲i後血ぬきの為腹部を大きく切開され更に鈷綱を約100m延してその先端にゴムの浮子をつけ比較

的温度の低い（約200C）中層又は底層につるされて次の鯨を追尾し鮮度を保つべく努力がはらわれてい

るが，それでも南氷洋等の母船のものに比して標本の鮮度は相当に低下すると思はれる。二更に前述の如

く東海に於ける長須盛漁期は8月，9月であり年間を通じた操業ではないので標本も僅か1年の内の1ケ

月から2ケ月のものしか得られなかった。

　此の仕事には上記の三点に於て大きな欠点を蔵しているが切角Samplingしたので一応切片を作って見

た．根拠地の胃体解剖場に曳き揚げられた雌鯨の腹部が良く切開されるとすぐに乳腺の最も厚いと思はれ

る部分に於ける一部を切り取りこれをフォルマリンで固定した。普通のパラフィン切片法で切片を作り

HANsEN氏haematoxylineとeosinによる二重染色法で染色し顕鏡した．

観　察　及　び　考　察

　乳腺は複管状胞状の大きな皮膚腺であり多くの腺の集合からなり各回には多数の腺体があってこれから

小導管を出している。そして発生学的に云っても又構造の上からも分泌様式の点からも汗腺と非常に良く

似ていてその特殊な型であるとされている．鯨類の乳腺はH・v・EGGEHNG（1931）がのべている如く構造

的に云って本質的には人類二二の哺乳動物のそれとは異っていない．乳腺の状態は鯨類に予ては未成熟時

代のものと成熟しているもの，叉成熟しているものでもsexual　cyc】eの各時期により相当変化している様

である．

MAcKINTosH＆WHEELER（1929）は南氷洋産白長須鯨長須鯨の成熟雌の乳腺には少くとも4つの異った

conditionが存在しているとして（1）Lactating，（2）Intermediate，（3）Resting（4）Virginに分けてい

る．東海に於て8，月，9月採集さカた乳腺は明に次の8　st’ageに分ける事が出来る．

　　1）…未成熟時代の乳腺

　　2）…生物学的最小には達しているが（即ち排卵はしたが）未だ妊娠の経験のない鯨の乳腺

　　3）…最初の姫娠中の乳腺
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　　4）…乳分泌中の乳腺

　　5）…離乳直後のもの

　　6）…離乳後或る程度経過したもの

　　7）…休止中の乳腺

　　8）…二回目以上の立席中のもの

　以上の如くであるが此等の内MAcKINTosH：＆wH：EELERが報告しているVirginは2）に相当し7叉

Restingは7）．）及び8）に相当し，　Intermediateは5），と6）に相当し，　Lactatingは4）に相当すると思

はれる。それからImmature　typeは1），2）に相当する。此等を：Platesにより夫々説明して行こうと思

ふ．

1）　未成熟時代の乳腺

　捕鯨には鯨族資源を維持する為に各鯨種ごとに体長制限があり長須鯨については日本沿岸の場合は50

feetが制限体長となっている．所が東海に於ける長須山鯨は57feet位からぼっぼっ成熟体長に達し始め大

体に多くの6！fee　t以上のものは成熟鯨であると見倣しても差しつかえない様である．であるから非常に多

くの未成熟鯨が年々捕獲さボているので未成熟鯨の標本には事欠かない．48，50；53（3頭），56，58　feet，の

7頭の未成熟鯨について切片を作って見た．勿論此等の何れの卵巣に於てもその卵巣には黄体及び白体は

皆無であった。P正ate　Iの1～4がそれである．此等に於て腺小葉の部分がHaematoxyllneによく染っては

いて他のeosinのみに薄く染っている部分は小葉間結合組織である。此等の未成熟鯨の乳腺の大きな特長

低倍率のものを見ると明であるが，腺小葉は発達していずに小葉間結合組織が大部分を占めていて腺質を

細く方々に分けている事である。此等の結合組織中には脂肪胞，血管，リンパ管及び乳導管が見らカる．

腺小葉を強拡大したもの（Plate　lの2，4）には導管が明に見えていてそ承が更に枝に分i’iて末端に行く

とalve・liに終っているか又は分泌上皮細腺のmass状或はclusteT状になったもの更に上皮細胞索とし

て終っているのが見られる．又雑題の断面を強拡大して見るとせまい腺腫即ち分泌性胞状管状終部（以後

単に両部と呼ぶ）に於けるせまいlumenの部分を取りかこんで2層の細胞がならんでいるのが明に見

られる．この2層の細胞の外側の細胞と基底膜　（basementmenbrane）　との間には少数の筋上皮成分

（myoepiteal　elements）が見ら泊る．これは筋で出来た細胞で籠細胞（basket　ceU）とも云ひ分泌腺にの

み存在する特殊の細胞であって収縮する事によって乳液を導管に押し出す．この導管のepiiheliumも亦

二重の細胞によって成立っているが筋上皮細胞は終部に於けるよりも導管に於ける方が多数に存在してい

る。何れにしろ未成熟鯨の乳腺の組織学的知見は他の授乳経験のある鯨の乳腺のどのstageとも著しく異

っていて特に低倍率ではその差がはっきりしていてINIAcmNTOsH＆；WHEELERも指摘している如く一般

にimmature　typeをみとめるのは困難ではない．

　以上未成熟鯨の乳腺についてのべたがこれを外部観察的な調査結果と照し合せると未成熟鯨の乳腺はそ

の最も厚い部分に於て大体3Cm・までの厚さしかなくその色は白色又は薄桃色を呈している。　MACKINTOSH

＆W欄駈コRが南氷洋産のもので未成熟鯨は乳腺の最も厚い部分で2cm・以内であるとしているのと大

体に立て一致している．

2）生物学的最小には達しているが（排卵はしたが）未だ妊娠哺乳した事のない鯨の乳腺

　此のstageに属する乳腺を持つた鯨は3頭捕獲されていて体長は夫々57，57，61　feet，であった．此等

の鯨の卵巣には何れも左右計1個の白痴を持っているので生物学的最小に達して排卵した卵巣である事は

明であるが，しかし此等の鯨の乳腺溢血部の厚さは何れも2cm・又は3cm．であり又その色彩も白色叉は

薄桃色であり，叉乳腺の状態を組織学的に観察して見ても明に1）の未成熟鯨の場合と全く同様である．

Piate　Iの5，6に示してある如く弱拡大で見ると小葉問結合組織が大部分を占めていてhaematoxアhneに

良く濃く染っている腺小葉の部分は結合組織によってこまかく分けられて散在しているにすぎない．叉強

拡大で観察しても面部に於ける状態は明に1）の未成熟鯨の乳腺と全く同じである．紙面の都合で

Plataには掲載しなかったが卵巣にやはりこの場合と同じく左右含計1個の白体を持っているがその鯨の

乳腺の厚さは4cm．でありその色彩も黄土色であり且又その乳腺の組織学的観察によると明に妊娠哺乳

の経験のある鯨の乳腺であって，間違なく7）の休止中のものがあった．この乳腺は明にごXの場合とは
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異っており，こNの場合（Piate　Iの5．6）に於ける卵巣に計1個存在している白体は明に妊娠を伴はな

い単なる排卵のみによって出来た白山であると云ふ事が分り，捕獲さ泊た年かその前の年の排卵期に於け

る最初の排卵によって出来た黄体が収縮したものと想像される。又前記した様な休止中の鯨でしかも卵巣

に1個存在している白体は明に姫娠を伴った所謂妊娠黄体が収縮して出来た三体であると云ふ事が乳腺の

組織学的知見等から証明される。それから2）の場合に於ける外部観察の結果は1）の範囲にふくまれる。

．即ち乳腺の厚さはその最厚部に於て夫々2cm・又は3crn。であり色彩は何加も白色であった．

3）　最初の妊娠中のもの

　妊娠の黄体は鯨の卵巣中に白体となって永久にその痕跡が残るものとされているが姫娠を伴はない単な

る排卵の黄体も亦その機能が終れば二三となって卵巣中にその痕跡を残すものと仮定すると，胎児を持っ

ていてしかも両卵巣中には機能中の高高黄体が1つ存在している外には巨体を全く持ってない鯨に於ては

この黄体は最初の排卵であり同時に又最初の妊娠であると云へる。この様な鯨が1頭捕獲iさ和その乳腺を

samplingした．この鯨の乳腺最厚部の厚さは2Cm・であった。組織標本によるその乳腺の状態は大体に去

て未成熟鯨の乳腺の状態即ち1），2）の状態と大差はなく依然として小葉間結合組織の部分が大部分を占め

ていて導管は前項と同じく大変細く，腺小葉の部分は小葉間結合組織によって細く分けられていて少い

1（｝’late　iの7）。しかしこれを強拡大で見ると（Plate　lの8）腺小葉の部分には核が沢山集合していて未だ完

．全な腺は形成していないが実質が少し増加しつxある事は認め得る．即ち発達の極く初期の様子がうかx“

われる。人類の乳腺の場合には焙娠初期に似ては乳腺は各腺小葉が急激に大きくなり毛細血管が増え，

始i娠中期に於ては小葉間結合組織は大きくなった腺小葉の為に押しやられて減少し小葉が圧倒的になる．．

しかし鯨の場合はこの様な人類に於ける場合とは妊娠による乳腺の発達は様子が大分異っている様である．

東海に於ける捕鯨では前述した如く面体の鮮度を保つ為に鯨体の腹部を大きく切開血ぬき垂下する．その

認め鯨を海中につるした時か又は根拠地まで曳滅する時かに絹漉している場合には胎児が海中に出てしま

い，解剖場にあげられた時は既に子宮角には胎児が全部存在していなかった．かくの如くこの漁場に於て

は胎児が存在していないので胎児の体長から素面の経過時を正確に知る事は出来ない．しかしこの鯨は子

宮角の大きさから云って決して姫娠初期のものとは云へないし妊娠中期以後のものと想像された．この乳

腺をsamPlin9した時期（8月7日）から考へても恐らくこの鯨は既に妊娠の中期を過ぎているのではな

いかと思はれる。それにもかNわらずこの乳腺は同時期の人類のそれと全く状態が異っている．多分鯨に

於ては乳腺は混乱初期及び中期に於ては人類に於ける様に急激に腺小葉の部分が大きくなり小葉間結合組

織が急に減少する様な事はなく妊娠末期又は分娩直前に於て始めて急速に発達するのではないかと想像さ

れる．当海区に於ては漁期の上から云っても妊娠後期又は分娩直前の鯨の乳腺が得られないのは残念であ

る。

4）乳分泌中の乳腺

　解剖甲板に於て解剖夫が乳腺を切断した際に乳液が滴下したものは4頭あった．そ品等の乳腺を採集し

夫々組織切片を作って見た．弱拡大で見ると腺小葉はその二部の数及び形が著しく増大していてその

lumenに当る所には多量の分泌物を含んで居り，それまで視野の大部分を占めていた小葉間結合組織は発

育増大した終部に押さカて薄い線状の中隔部分として見える。強拡大で見ると二部の1umenに相当する所

1は二二によって満されており所々に存在している導管も亦山鳥によって満員である．晶晶部のepithelium

（上皮腺細胞）が分泌細胞として活動している訳であるが此等の細胞の形が又分泌の状態によって色々の

stageに分けて見ら加る．即ち①細胞の丈が低く核は比較的基底に近く存在しているもの．②細胞の丈

が割合に高くなって］umen（下野）の例に脂肪滴を少し含んでいるもの．③その脂肪滴が大きくなって

将に分泌されんとしているもの．④・il　dr・pが時には上皮分泌細胞の原形質と共に1umenに分泌されて

しまって細胞は大変平になり甚しい場合は1Uinenに核がむき出しているもの。以上の四段階である．

EGGELIiNG（1927）が始めて多数の研究から哺乳動物の乳腺はapokrine腺であると云ふ事をのべているが，

鯨の乳腺の二部の管腔は大変広いし，これは典型的なapokrine（部分離出）型の分泌をしている訳である．

下部の腺細胞と基底膜との間には不連続な籠細胞が存在しているのが見られる．

　それから前述した如く当漁場の漁期は8月，9月であるから乳分泌中のものでもどちらかと云へば乳分
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泌の末期に近い状態のものが多い訳であるが時には乳腺の最西部の厚さが30cm．以上あるもので組織学的

に見ても明に盛に乳分泌をしていると思はれるものもあった（Plate　lの9，10）．しかしそれ以外のものは．

解剖の際乳液が滴下したものでも乳腺の厚さは20cm・未満であり組織学的にも乳分泌末期の様相を呈して

いる（Plate　IIの11，12）。此等を弱拡大で見ると腺質が量的に幾らか退化し始めて間質結合組織が幾ら

か多くなっている様である．　しかしそれでも終部及び乳管導管にはまだ乳滴が満されており腺細胞は

apakrine型の分泌を行っていて明に哺乳中と推察さ加た．　milkを分泌している乳腺の厚さはMACKINTOSH

＆WHEELERがblue　and　fin　whaleで30cm・一15cm．であるとのべているがこの場合と全く良く一致し

ている．

5）　離乳直後の乳腺

　哺乳期の終了と共に乳腺は退化を始める．即ち人類に於ては乳の分泌が終止して腺腔の内部に於ける乳

滴は初乳小体と全く同様の細胞によって速かに吸収さ承る．Plate　IIの13，14，は離乳直後の乳腺の組

織学的な状態であり前項に於て乳滴で満されていた導管及び信心はこxでは中空をなしている．即ち人類

の場合と同様に露訳が速に吸収された状態を示している．ご酒は哺乳期が全く終了した事を物語っていて

この場合の乳腺の厚さは最厚部に於て12cm．であった。この様な状態のもの玉乳腺の組織標本がこの外に

2頭あるがそれ等の乳腺の厚さは何れも12cm・10cm・であった．この場合では弱拡大に於て明な如く間質

結合組織はまだそれ程増加していなく依然として腺体が量的には断然優位を保っている．又強拡大したも

のx乳腺三部epitheliumの各々の細胞に於ける状態が特長ある形態をなしている。即ち各細胞は丈が非

常に低くその各々の核が基底膜の側ではなくて腺腔の側にっき出していたり，むき出しになっている．前

項に於て乳分泌中のepitheliumの細胞を4段階に分け得たがその内④の状態のもの即ち細胞のlumen側

にたまっていた・il　dropが分泌されてしまって細胞が平になり甚しい場合には1umenに核がむき出して

いて未だ①の状態にまで回復していない．その様な状態の細胞のみがこの場合のepitheliumを形成し

ている．換言すれば腺体終部のepithelium（分泌上皮細胞）を形成している各細胞が全部分泌を終ってし

まった形態をしていると云ふ事である．

　乳分泌中では乳腺は厚く最厚部に於ては多分約30cm．以上であったものが乳分泌末期（厚さ15Cm．～20

cm・）から離i乳直後（10cm・・一15crn・）叉次項のもの（7cm．～10cm・）にかけて乳腺の厚さは急速に減少し

て行くものと思はれる．

6）離乳後記る程度経過したもの

　Plate　IIの15，16は離乳後託る程度経過したものX乳腺の組織学的な状態てある。この種の鯨の内で切

片を作ったもの玉乳腺の最高部に於ける厚さは夫々7，10，10，10cm・であった．弱拡大で此等を見て

も明な如く腺小葉の部分が前項のものに比して明に収縮している状態が見られる．そして小葉間結合組織

は反対にその量を増し薄い線状の中隔部分をなしていたものが相当に巾広い帯状をなして腺質を分けてい

るのが分る．しかしそれでも全体から云へばまだ弱質の方が量的に勝って．いる．強拡大で画質を見れば面

部は未だ充分には収縮していないのが見える．この標本は鮮度が良くないし骨組織切片を作る場合60。C

近くで二三日間加熱するパラフィン法で作製したので大部分の終部に於てはepithiumのみが強く収縮し

て基底膜からはなれてしまった．此等の乳腺は最近まで哺乳していたものが離乳し，離乳後それ程長期間

経過しているとは思はれない状態を呈して居り，此の状態が更に収縮を続けると次の項の休止鯨の乳腺と

組織学的にも区別がつかなくなるeしかしこの標本が採集された時期は8月，9月であり，前年又はそれ

以前に分娩哺乳してこの時期に休止していた鯨の乳腺（次項の状態のもの）とこの状態の乳腺とはこの時

；期に於ては組織学的に明に区別をつけ得る．

7）休止鯨の乳腺

　休止鯨とは前年に分賦，哺乳し，この標本が採集された年は妊娠もしないし又分婦もしなかった鯨の事

を云っている．この様な鯨の乳腺の厚さは最厚部で4・cni・～5cm・であり色彩は黄土色であった．休止鯨：

の乳腺の組織切片を8頭について作製した．此等の乳腺の組織切片に於て弱拡大で見ると前項のものに比

べて小葉間結合組織が大変増大しているのが見られる．そして其等の結合組織が腺質を多くのブロックに



1)…東海産長須鯨の乳腺が採集され,そ の組織学的観察が行はれた.

2)… 東海捕鯨の漁期は盛夏であ り漁場が根拠地 より遠 くはなれているので材料は余 り新鮮ではないし,又

漁期が8月,9月 であるので鯨のSexual cycleの 極 く一時期の乳腺しか採集されなかつた.

3)… 東海に於けるこの時期の長須雌鯨は乳腺の組織学的な見地か ら次の8つ のstageに 分ける事が出来る

① 未 成 熟 鯨 の 乳 腺

卵巣には黄体,白 体が皆無,乳 腺は白色又は薄桃色でその最厚部の厚さは2mm～3cmで あった.組

織学的には弱拡大では視野の殆んど大部分は小葉間結合組織によって 占め られていて発達の悪い小さな

腺小葉が散在しているにすぎない.強 拡大での終部の状態は上皮細胞塊或は細胞索として終って いる.

② 排卵はしたが姙娠 した事のない鯨の乳腺

乳腺は上の場合 と同じ組織学的内容を持つていて全く発達していなく未成熟鯨のそれと同様である.

しか し卵巣には白体が1つ 存在していて生物学的最小に達 している もの と思 はれ る.こ の白体は明

に排卵のみによった姙娠 を伴はない白体であると推定された。乳腺の色,厚 さも上の場合 と全く同じで

ある.

③ 最初の姙娠中の鯨の乳腺

この漁場のものは全部胎児が流出 していて胎児の体長による正確な姙娠時の推定は出来ないが,こ の

鯨は子宮角の長さ,直 径及び漁期か ら判断 して多分姙娠 の中期を過ぎているものと思はれる.組 織学的

に観察するとその状態は未成熟鯨のそれ と殆んど同じであ り,人 類等 と異つて鯨では姙娠の初期,中 期

では乳腺は全く発達せず姙娠末期に於て始めて急速に膨脹発達するものと想像される.乳 腺の色,厚 さ

共に未成熟鯨のそれ と同じである.



④ 乳分泌中の鯨の乳腺

鯨体解剖の際乳液が滴下 した鯨である.組 織学的には弱拡大では腺質が大部分を占め腺小葉間結合組

織は圧迫されて線状の薄い中隔部分 として見られるにすぎない.強 拡大では腺腔の部分に多量の分泌液

を含んでいて分泌上皮細胞も盛に活動 している状態にある.こ の場合盛に乳分泌を行つていると思はれ

る鯨の乳腺の厚さが約30cm.あ るが乳分泌末期のものはその厚さは15cm.～20cm.で あ り組織学的にも

乳分泌末期の様相を呈 している.

⑤ 離 乳 直 後 の 鯨 の 乳 腺

強拡大では腺腔は前 と同じく大きく開いているが分泌液は全く存在していないし又分泌上皮細胞は皆

分泌を終了した形態を している.こ の場合の乳腺の厚さは10cm.～12cm.で あつた.

⑥ 離乳後或る程度経過 した鯨の乳腺

組織学的には乳腺は幾 らか収縮 した状態を呈 している.即 ち弱拡大では小葉間結合組織が帯状をな し

ていて或る程度増大している.強 拡大で見ると終部は未だ充分には収縮していないが次の休止中のもの

とは明に区別がつけられる.乳 腺の厚さは7cm.～10cm.で あつた.

⑦ 休 止 鯨 の 乳 腺

休止鯨 とはこの年には姙娠は勿論分娩哺乳をしていない鯨であ り乳腺の厚さは4cm.～5cm.で 色 は

黄土色であつた.組 織学的には弱拡大では小葉間結合組織が大変増大していて腺質を多くのブ ロツクに

分けている.強 拡大では終部は完全に収縮 してしまつた安定 した状態を示 している.し か し未成熟鯨の

それとは異っている.

⑧ 二回目以上の姙娠中の鯨の乳腺

乳腺の組織学的見地は前項と全く同じであ り弱拡大も強拡大に於ても未だ完全に休止鯨の様相を呈 し

ている.乳 腺の厚さも4cm.～5cm.で 前項 と同じ.鯨 の乳腺は姙娠末期になつて始めて急速に膨脹発

達すると云 う前の推論を裏づける.
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　　PLATES

Abbreviations

　　　　　　　　　　　　ilct，　lnter］obular　connective　tissue　．　’　lu，　Lumen

　　　　　　　　　　　　a’tep，　Alveolo－tubular　end　piece　e，　Epithelium

　　　　　　　　　　　　ed，　Exc’retory　duct　g，　G］andilemma

　　　　　　　　　　　　ld，　Lactiferous　duct　f，　Fat

　　　　　　　　　　　　od，　Oil　drop’　1，　Lobule

　　　　　　　　　　　　bv，　Blood　vessel

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PLATE　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Explanatjon　of　fjgure＄

．Fig．　1　The　mammary　gland　of　the　immature　whale，　5×10，　body・length－53ft．，　thicl〈ness－of　mammary

　　　　gland－2．5crn．，　date　1〈illed－19．　Aug．　1956．　The　1・ittle　immature　lobules　are　found　here　and　there　and

　　　　the　greater　part　of　the　range　of　vision　is　occupied　by　the　interl’obular　connective　tissue．

Fig．　2　The　enlarged　photograph　of　Fig．　1，　5×40．　The　alveolo－tubular　end　piece　closes　in　the　mass　of

　　　　epithelium　or　alveoli．

Fig．　3　The　mammary　gland　of　the　immature　whale，　5×10，　body　length－53ft．，　thickness　of　mammary

　　　　gland　一2cm．，　date　1〈illed　・一29．　Aug．　1956．

IFig．　4　The　enla’rged　photograph　of　Fig．　3，　5×40．

IFig．　5　The　mammary　gland　of　the　wha1e　which　experienced　ovu］ation　but　not　pregnancy，5xIO，body

　　　　length－57ft．，　thicl〈ness　Of　Jnammary　gland－3cm．，　date　1〈illed－30．　Jul．　1956．　The　mammaTy　gland

　　　　has　equal　histological　contents　to　those　of　immature　whales　bvtt　there　is　a　corpus　albicans　in　ovary．

IFig．　6　The　enlarged　photograph　of　Fig．　5，　5×40．

IFig．　7　The　mammary　gland　of　the　whale　in　the　first　pregnancy，　5×10，　body　length－58ft．，　thickness

　　　　of　mammary　gland－2cm．，　date　killed－7．　Aug．　1956．　The　mammary　gland　is　not　developed　and

　　　　equal　to　those　of　immature　whales．　there　is　a　corpus　］uteum．

Fig．　8　The　enlarged　photograph　of　Fig．　7，　5×40．

’Fif．　9　The　marr）mary　gland　of　the　lactating　whale，　5×10，　body　length－63ft．，thicl〈aess　of　mammary

　　　　gland－30．5cm．，　date　1〈ijled一一10．　Aug．　！956．　The　mammary　gland　consist’s　mainly　of　the　lobules，

　　　　there　is　a　corpus　albicans．

Fif。10　The　enlarged　photograph　of　Fig・9，5×ユ0．　The　excretory　duct，　lactiferous　duct　and　the　lumen

　　　　of　the　alveolo－tubular　end　piece　hold　a　great　quantity　of　oil　drops．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PLATE　II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Explanation　of　figures

Fig．　ll　Tlie　mammary　gland　of　the　lactating　whale，　5×10，　body　length－59ft．，　thicl〈ness　of　mammary

　　　　g］and一一15cm．，　corpus　albicans－2，　date　ki｝led－31．　Aug．　1956，

IFig．　12　The　enlarged　photograph　of　Fig．　11，　5×40，

Pig．　13　The　mammar＞’　gZand　of　the　first　stage　in　the　wearning　period，5×10，　body　length－60ft．，

　　　　thickness　of　mam皿ary　gland一ユ2cm，，corpus　albicans－3，　date　killed－4．Aug・1956．

Fig．　14　The　¢nlarged　photograph　of　Fig．　13，　5×40．　The　cells　of　the　secreting　epithelium　mal〈e　a



　　　20

　　　　present　of　inactive　state，　there　is　no　oil　drop　in　the　lumens．

Fig・　15　The　mammary　gland　of　the　last　stage　in　the　wearning　period，5×10，　body　length－62ft．，

　　　　thicl〈ness　of　rriammary　gland－10cm．，　corpus　albicans一一4，　date　1〈illed－20・．　Auge　1956．

Fig．　16　The　enlarged　photograph　of　Fig．　15，　5×40．　The　alveolo－tubular　end　piece　is　not　fully　shrunk

　　　　yet，　but　the　interlobular　co’nnective　tissue　is　incre2sed．

Fige．　17　The　mammary　gland　Q．　f　the　res．ting　whale，　5×10，　bgdy　length－61ft”　thickness　of　mammary

　　　　gland．一　4cm．，　corpus　a］bicans　一4，　date　’killed－7．　Aug．　1956．　The　interlobular　connective　tissue　is

　　　　皿・・hi…eased・nd．・h・．．1・b・1・・．a・e　di・id・d．i…m・ny　bl・・1〈・by．　i・・

Fig．　18　The　enlarged　photograph　pf’Fig．　17，　5×　40．　The　alveolo－tubular　end　piece　indic4tes　the　stable

　　　　and　fulけshτunk　conditioth．

Fig．　19　The　mammary　gland．of　the　whale　experiencing　pregnancy　more　than　twice，　5×10，　bgdy　length；

　　　　59ft．，　thickness　of　mammary　gland－4cm，，　corpus　albicans－9，　corpus　luteutn－1，　date　killed一・17．　Sep．

　　　　1956．

Fi〟D　20．The　enlarged　photograph　of　Fig．　19，　5×40，　Fig．　19　and　Fig．　20　has　equal　histolggical

　　　　contents，to　those　of　Fig．　17　and　Fig．　18c．
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